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 暴力行為ゼロを目指し、トラブル対応ハンドブックに則り取り組んでいる。 

 年間の暴力行為件数が減っているからといって良いとは考えていない。どの様な方法

なら旅客からの暴力行為が撲滅できるのか現状を調べ検討し努力していく。 

 

 日本民営鉄道協会と一体なって取り組むことが重要と考える。 

 暴力行為ゼロを目指し、問題意識をもって発信方法について検討している。 

 旅客案内者が暴力行為を受けない環境をつくらなければいけないと考えている。 

 今まで蓄積していたノウハウを活かし、人員配置については検討していく。 

 

 

 防犯設備は支社において優先順位をつけて配置し、使用方法についての必要な訓練

は行っている。 

 催涙スプレーなどの防犯備品は、社員の判断で身に危険が迫った時に活用する。 

 

 各支社が現場長に十分なヒアリングを行いながら配置しているので、現場長からの

要請を踏まえて配置をおこなっている。 

 緊急時でガードマン手配ができない場合は支社等から応援を出して対応する。 

 

 


